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平成 30 年 3 月期業績予想の修正に関するお知らせ 
 

当社は、最近の業績動向を踏まえ、平成29年5月11日に公表いたしました平成30年3月期（平成

29年4月1日～平成30年3月31日）の連結業績予想を下記のとおり修正しましたので、お知らせいた

します。 
 

記 

 

１．平成 30 年 3 月期通期連結業績予想数値の修正 
（平成 29 年 4 月 1 日～平成 30 年 3 月 31 日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に帰属

する当期純利益 

1株当たり 

当期純利益 

 
前回発表予想（Ａ） 

百万円

1,186,000
百万円

14,300
百万円

18,700
百万円 
10,300 

円 銭
150.25

今回修正予想（Ｂ） 1,213,000 19,000 25,000 14,300 208.60
増減額（Ｂ－Ａ） 27,000 4,700 6,300 4,000  

増減率(%) 2.3 32.9 33.7 38.8  
(ご参考)前期実績 
(平成29年3月期) 

1,231,046 14,244 19,844 14,225 207.12

 
２．修正の理由 

当期の医薬品卸売事業は、Ｃ型肝炎治療薬市場の縮小の影響があったものの、期初の想定より

順調に推移し、引き続き適正利益の確保、独自の顧客支援システムの提案、販売管理費の削減に

取り組んだ結果、利益は期初の想定を大きく上回りました。 

調剤薬局事業についても、調剤報酬改定への対応を進めるとともに、人員の適正化および店舗

業務の標準化と効率化を引き続き推進することで収益性が大きく改善しました。 

その結果、当期の連結業績は売上高、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益

のいずれも前回発表予想を上回る見込みであります。 

 

（注）上記の連結業績予想については、発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したも

のであり、実際の業績はさまざまな要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

 

以上 

     


